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⽊村祐哉（北大・医・医療システム学）
８
演題番号

ペットの死に関わる問題として「ペットロス」という
⾔葉は広く知られるようになったが、その表現⽅法は
⼀貫しておらず、以下のような定義が混用されている

ペットロス・・・・・ペットを喪失すること[1]
ペットロス・・・・・ペットの喪失とそれに関わる
          ⼼理的反応[2]
ペットロス症候群・・ペット喪失のダメージによる
          精神的・⾝体的不調[3, 4]

目 的

これらの内、特に「ペットロス症候群」という用語を
用いる事には賛否両論ある[5, 6]。本調査はその是非
を問うために、この「病名」から受ける印象について
網羅的に検討する目的で⾏われたものである。

回答から4個のカテゴリーと19個のサブカテゴリーが
得られた。本調査には統計学的解析を採用していない
ものの、「ペットロス症候群」という用語から受ける
印象は様々であることが⽰された。好意的意⾒がある
⼀⽅で、抵抗感や差別が⽣じる懸念もあることから、
安易に「ペットロス症候群」という名称を利用すべき
ではないと考えられる。
また、出現頻度が学部や性別によって偏る意⾒もあり
それぞれの⽴場が異なれば視点も異なるということを
⽰唆している。既存の診断名を用いずに「ペットロス
症候群」という名称を採用することに対しては、特に
様々な問題が明らかになった。
本調査は質問紙を用いて⾏われたために、研究の意図
が対象者に正確に伝わらず、不適当な回答が混在して
いることは否定できない。今後、より妥当性・信頼性
の⾼い知⾒を得るためには、悲嘆経験者に対する⾯接
調査などが必要であろう。

考 察

対象と⽅法

※本調査は社会調査⼠倫理要綱に基づいて⾏われた

図１．質問紙
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結 果

表１．調査対象の概要 表２．内容分析におけるコーディングの例（左→右）

図２．KJ法による回答内容コードの２次元配置

表３．カテゴリーのまとめと回答記述例 *各学部のコードの出現数

病名をつくるよりも、飼主の自覚を喚起すべき（
医,男）

病名よりも、治療を受けられるかのほうが重要（
医,男）

病名の社会的認識を高める対策が必要（文,男）

国際的に通用しない（医,男）

この病名が社会的に通用するか（医,男）

この病名で通用するか疑問（文,女）

動物の場合にだけ病名がつくのは不思議（獣医,
女）

ペットの喪失の場合にだけ病名をつけるのはお
かしい（文,女）

ペットの死だけに病名をつけるのはおかしい（文
,女）

ペットの喪失だけを区別する理由が不明（医,男
）

病名をつけるなら、まず定義を確立するべき（獣
医,男）

家族の死と同様、正常な悲しみだ（獣医,男）

（悲嘆は正常な反応なので）病名は必要ない（文
,女）

病気とは思えない（医,男）

大げさだ（文,女）

やり過ぎである（文,女）

大げさだ（医,男）

馬鹿げている（医,男）

無闇に病名を用いて、病人を増やすのは良くな
い（獣医,男）

何でも病名をつける風潮には疑問（文,女）

一種の流行に近い印象を受ける（医,男）

ペットに依存するのも悪いことではなく、敢えて
病気として扱うのはどうかと思う（獣医,女）

誰でも起こり得ることであるのに、病名によって
異常者扱いされるのは不快だ（文,男）

（自然な反応に）病名をつけることに違和感を感
じる（文,女）

共感できない人々からすれば、病気扱いされる
のは大袈裟だろう（獣医,女）

寂しいというだけの現象だとすれば、病名までつ
けるのは大げさだ（文,女）

大げさだ（医,男）

下らない（医,男）

病名はつけないで欲しい（獣医,女）

比較的嫌だ（文,男）

良い気はしない（文,女）

自分だったら病名をつけられたくない（文,女）
奇異の目で見られそうで嫌だ（文,女）

異常者扱いされている（医,女）

社会的な批判の的になる（文,女）

恣意的表現になるのはしょうがない（医,男）

病名はラベルに過ぎないので、必要なら使えば
良い（文,女）

特に問題はない（獣医,男）

特に問題はない（獣医,女）

病名になること自体には大きな疑問はない（獣
医,女）

病名から「異常」とは思わない（文,男）

純粋に病名として受け止める（文,女）

病名によって異常者扱いされているという意識
をもつだけで、病気というわけではないだろう（
文,女）

特に嫌な思いはしない（文,男）

そうなんだ、と思う（文,女）

何とも思わない（文,女）

気にならない（文,女）

医学的な「病名」の使用に問題はない（文,男）

特に何も感じない（医,男）

病名があればわかりやすい（文,男）
何とも思わない（文,男）

嫌とは思わない（文,女）

（病名によって）社会的に認知されるようになれ
ば良い（獣医,女）

社会的目的に適うように、病名があると良い（文,
女）

病名によって、そういう病気の存在を知ることが
できる（文,女）

病名によって社会的に認められるならそうすべ
き（医,男）

病名が社会認識の向上につながる（医,女）

病気として認識することで、治療に前向きになる
と思う（獣医,女）

病名がつけば、きちんと症状として認められたと
いう感じがする（文,女）

病名によって、自分で自覚できるようになる（文,
男）

病名によって「病気なんだ」と認識できるように
なる（文,女）

病名によって、克服に気持ちが向く（文,女）

時間が経つと、受け入れて病識が得られるかも
しれない（医,男）

病名がついて病識が獲得されることで、治る意
欲が生まれる（医,女）

病名によって、早期改善できるなら有用（医,男）

病名があれば現状を受け入れやすい（医,女）

日常生活が送れないほどの不調であれば、診
断名がついたほうが良い（獣医,女）

該当者が多く、症状が重ければ病名がついても
仕方がない（文,女）

症例が多いなら、病名として社会的に認知され
ることが有意義（医,男）

病名がつけば、研究も多くなるだろう（文,女）

原因がわからないと不安なので、病名があった
ほうが安心できる（文,女）

異常者として見られるかもしれないが、それでも
病名があったほうが安心するだろう（文,女）

診断されることによって患者が安心する（医,女）

診断されることによって患者が安心する（医,男）

病名がつくことによって、不安が和らぐ（医,男）

病名がつけば安心する（医,女）

気分を軽くするための告知なら良い（医,女）

気分が軽くなる（医,女）

病名によって同様の悩みを持つ人がいると感じ
られ、安心する（獣医,男）

病名がないと、自分が特殊なのかと不安になる
（文,女）

責任逃れの表現だ（医,男）

社会的な対策が生まれるのであれば、病名を用
いるべき（獣医,女）

病名によって対策を講じやすくなれば良い（獣医
,女）

病気として扱うことで対策が整うのなら、病名は
必要（文,女）

病名をつけることで、克服のプロセスを放棄する
ことになる（医,男）

病名によって、極度の悲嘆反応を肯定してしま
い、良くない（医,男）

実際の悲嘆者に病名を告げるのは少し酷な気
もする（獣医,女）

「症候群」というのは重い（文,女）

決定的な病名が与えられると、悪化する気がす
る（獣医,男）

病名の存在により、病気という思い込みが生じ、
悪化してしまう気がする（文,女）

病気という枠組みにより戸惑い、状態が悪化す
る（文,女）

病名によって「病気なんだ」という思いが強くなり
、状況が悪化する（文,女）

病気扱いされることで、不安が生じる（文,女）

気分が沈む（医,女）

病名をつけることで安心できるなら良い（医,男）

親しい人を亡くしても「～症候群」とは呼ばれな
いと思う（獣医,男）

少し冷たい印象をもつ（医,男）

気分を害する人がいるとは思わなかった（獣医,
女）

既存の枠組みに当てはまるのであれば新たな
病名は必要ない（医,男）

病名によって介入手段が生まれないのであれ
ば、新たな診断名をつくる必要はない（医,男）

独立した疾患である必要はない（医,男）

（つけるとしても）病名乱立を避けるため、明確
な定義をもった病名とすべき（文,男）

既存の疾患概念と同じなら、用いることに異論
がある（医,男）

病名を用いると、「自分が病気なんだ」という感
覚になる（獣医,男）

反応には個人差があるのに、一様に病気とされ
るのは不快（文,男）

別の素因があるであろうから、「～症候群」とい
う病名で一括りにすることに疑問を感じる（獣医,
女）

ケアのためにはもっと大きな括りで捉えるべき（
医,男）

他の疾患を見逃すことになると問題（医,女

ペットとの関係はそれぞれなのに病名で一括り
にするというのは、悲嘆者の気持ちに寄り添うも
のではない（獣医,女）

病名のついた人が一様ではないことも理解すべ
き（文,女）

必要があれば、既存の診断基準に基づいた治
療をすべき（医,男）

病名がつけば安心する（医,女）

病名によって安心する（医,男）

家族の死で「～症候群」とは呼ばないのに、ペッ
トの場合にだけ「～症候群」というのは違和感が
ある（獣医,女）

特別嫌な感じはしない（獣医,男）

特に嫌悪感は感じない（獣医,女）

自分が当事者であれば、病名をつけられること
に抵抗を感じると思う（獣医,男）

自分が当事者だったら病名に抵抗を感じる（文,
女）

良い気分ではない（文,男）

「～症候群」という表現には抵抗がある（獣医,男
）

理不尽に感じて受け入れられない（医,男）

他の精神疾患と同等、あるいはそれ以上に不快
なので、自分だったら嫌だ（文,女）

精神科疾患名よりも「～症候群」のほうが抵抗
が少ない（医,男）

大袈裟な感じがする（獣医,女）

病気扱いは大げさだ（文,女）

どうも思わない（医,男）

社会的問題があれば、診断・治療する社会的要
求がある（医,男）

対策が改善するなら、病名をつけるのも良い（
獣医,女）

病名があれば他人に自分の状態を説明しやす
い（医,女）

病名がつくと、精神的に異常なように思われる（
獣医,女）

周囲の理解が得られないなら、その認識を変え
られるよう病名を用いたほうが良い（獣医,女）

病名によって、他人に体調不良の原因が知られ
てしまう（文,女）

病名とともに解決策が示されれば良い（医,男）

異常な状態に病名がつくのも仕方がない（文,男
）

病気にかかること自体異常なので、異常と感じ
るような病名がついても不快ではない（文,男）

「症候群」に印象はそれほど重く感じないので、
特に気にならない（文,女）

ペット喪失後の悲嘆まで病気にしてしまったら、
何でも病気になってしまうのでおかしい（獣医,男
）

喪失体験に個々の名前をつけるのは、専門家
の自己満足（医,男）

日常生活に支障があるなら、病気として治療す
る必要があると思う（獣医,女）

難しい病名であれば、受け入れにくいように思う
（獣医,女）

ペット飼育経験のみあり

ペット喪失経験あり

医師から原因を告げられることで、気持ちが軽く
なるかも知れない（文,女）

ペット飼育経験なし

患者への影響

解決法が示されなければ、病名がついても不安
になるだけ（医,男）

社会への影響

別に嫌ではない（獣医,男）

病名の印象

該当者が増えているので、病名がつくのも仕方
がない（獣医,女）

異常なものを異常者扱いされるのは仕方がない
（文,男）

社会的に認知されるようになれば平気になるだ
ろう（文,女）

病名の妥当性

病名がなくとも、社会全体で悲嘆を共有できるよ
うになれば良い（獣医,女）

病名の妥当性に疑問病名の妥当性に疑問病名の妥当性に疑問病名の妥当性に疑問

大袈裟大袈裟大袈裟大袈裟

病名よりも対策を重視すべき病名よりも対策を重視すべき病名よりも対策を重視すべき病名よりも対策を重視すべき

病気扱いにより不安が生じる病気扱いにより不安が生じる病気扱いにより不安が生じる病気扱いにより不安が生じる

病名として通用しない病名として通用しない病名として通用しない病名として通用しない

抵抗感あり抵抗感あり抵抗感あり抵抗感あり

病気づくり病気づくり病気づくり病気づくり

抵抗感なし抵抗感なし抵抗感なし抵抗感なし

正常な反応に病名は不要正常な反応に病名は不要正常な反応に病名は不要正常な反応に病名は不要 異常なものはしょうがない異常なものはしょうがない異常なものはしょうがない異常なものはしょうがない

問題なし問題なし問題なし問題なし

社会的な要請に応える社会的な要請に応える社会的な要請に応える社会的な要請に応える

社会的な対策につながる社会的な対策につながる社会的な対策につながる社会的な対策につながる 周囲の認識改善に役立つ周囲の認識改善に役立つ周囲の認識改善に役立つ周囲の認識改善に役立つ

異常者扱いをもたらす異常者扱いをもたらす異常者扱いをもたらす異常者扱いをもたらす

安心する安心する安心する安心する

病識が獲得される病識が獲得される病識が獲得される病識が獲得される 克服することの放棄につながる克服することの放棄につながる克服することの放棄につながる克服することの放棄につながる

受け入れにくくなる受け入れにくくなる受け入れにくくなる受け入れにくくなる

凡例凡例凡例凡例

カテゴリー サブカテゴリー 例文

病名の妥当性に疑問

病名よりも対策を重視すべき

病名は病気を増やすだけである

病名は大袈裟である

病名は正常な反応に不要

病名が異常な状態につくのも仕方がない

この病名では通用しない

この病名で問題なし

この病名に抵抗感あり

この病名に抵抗感なし

病名は社会的な要請に応えるものである

病名は社会的な対策をもたらす

病名は周囲の認識改善に役立つ

病名は異常者扱いをもたらす

病名が安心をもたらす

病名が病識を獲得させる

病名が克服することの放棄につながる

病名が不安をもたらす

病名が受け入れにくくする

病名の妥当性
（医：20　獣医: 17　文: 23）

*

ペットの喪失だけを区別する理由が不明（医,男）

病名をつけるなら、まず定義を確立するべき（獣医,男）

既存の枠組みに当てはまるのであれば新たな病名は必要ない（医,男）

病名よりも、治療を受けられるかのほうが重要（医,男）

他の疾患を見逃すことになると問題（医,女）

別の素因があるだろうから、「～症候群」と一括りにできない（獣医,女）

喪失体験に個々の名前をつけるのは、専門家の自己満足（医,男）

無闇に病名を用いて、病人を増やすのは良くない（獣医,男）

病気扱いは大げさだ（文,女）

（悲嘆は正常な反応なので）病名は必要ない（文,女）

異常なものを異常者扱いされるのは仕方がない（文,男）

恣意的表現になるのはしょうがない（医,男）

この病名が社会的に通用するか（医,男）

国際的に通用しない（医,男）

病名はラベルに過ぎないので、必要なら使えば良い（文,女）

病名から「異常」とは思わない（文,男）

病名の印象
（医：5　獣医：6　文：12）*

理不尽に感じて受け入れられない（医,男）

精神科疾患名よりも「～症候群」のほうが抵抗が少ない（医,男）

特に嫌な思いはしない（文,男）

社会への影響
（医：7　獣医：8　文：10）*

症例が多いなら、病名として社会的に認知されることが有意義（医,男）

病名がつけば、研究も多くなるだろう（文,女）

病気として扱うことで対策が整うのなら、病名は必要（文,女）

病名があれば他人に自分の状態を説明しやすい（医,女）

周囲の理解が得られるよう病名を用いたほうが良い（獣医,女）

社会的目的に適うように、病名があると良い（文,女）

病名によって、他人に体調不良の原因が知られてしまう（文,女）

病名がつくと、精神的に異常なように思われる（獣医,女）

患者への影響
（医：18 獣医：6 文：13）*

病名によって同様の悩みを持つ人がいると感じられ、安心する（獣医,男）

病名がつくことによって、不安が和らぐ（医,男）

病名があれば現状を受け入れやすい（医,女）

病名がついて病識が獲得されることで、治る意欲が生まれる（医,女）

病名によって、極度の悲嘆反応を肯定してしまい、良くない（医,男）

病名をつけることで、克服のプロセスを放棄することになる（医,男）

病気扱いされることで、不安が生じる（文,女）

病気という思い込みが生じ、悪化してしまう気がする（文,女）

実際の悲嘆者に病名を告げるのは少し酷な気もする（獣医,女）


